
滅びゆく江戸幕府にあつて、その権力中枢にある老中たちは、公的な機関を駆使 した周到な情報収集を行 うととも
に、一方で彼 ら自身がその裁量を発揮 してつくりあげた個人的な人脈による情報ネットワークにより、臨機応変に正

確な情報を入手 し、刻々と変わる情勢に応 じた政策決定を行っていた。
本書は、水野忠精を題材 とした老中の情報収集を軸に、同時代の他の事例も交えて、幕末期の老中による政治情報

収集の実態とその情報内容、さらにはこれ らの扱われ方を実証的に分析することで、基本的な老中の情報収集ルー ト
の枠組を明らかにする。

悪戦苦闘と挫折をくり返 しながらも国政を支え続け、結果的には敗者 となつた水野忠精 ら幕閣の政治活動にも、明
治新政府樹立への踏み台としての役割を認め、一定の歴史的評価を与える。

水野忠精による風聞探索活動を中心に

佐藤 隆一 著

>A5判・500頁 /定 イ面 9,975円 (税 5%込 )皓 BN978-4-7842-1702-1

序章 言葉としての「情報」と「風間」「風説」
「情報」という言来の山来とその用い方
「風問」「風説」 W可 言イ子の意味と使い分け
混同されやすい「風μ刊」「風説」

第一章 老中と情報 に関わる諸問題
ネ末月1の老中

エ ネ末則の往夷をめぐる問題
三 井イ)1政権による凧13・「l書
レЦ 水坐F忠粘と風問讐

第二章 島津久光卒兵上京 。江戸出府に関わる情報収集
一 九州 。畿内における情報収集
こと 二嶋宿を通じた風問〒い
■ 束海道宿場通行の長州藩 [f

ν□ 瀾)「 市中のlJl報収集
ll 島辛Ⅲ久光江戸出府をめぐる諸情報

第三章 将軍家茂上洛をめぐる情報収集

【2013年 9月 刊行予定】

将年家茂 Jt洛 決定と情報収集
将年上洛や需iと 京判;情 報収集
英艦横浜集結と将年 L洛経路の変更
将軍■洛と賀茂社行辛

第四章 懐夷 ・鎖港問題をめ ぐる情報収集
一 将イ家波llfttH‖題とィ「イ肯水社行辛
二 模火をめぐる幕府と長州淋
二 横浜鎖港交渉と家茂f耳上洛

内容目次

さとう りゅういち…1956年束京者卜生し青山学院大学大学院文学研究科史辛専攻 lJi士課Ta単位取得済抵学。専攻は日本近世史。
現在、青 |十 辛院高等劇;教諭。

第五章 元治の庶政委任と老中の往復善翰
一 家茂百上洛をめぐる政情と水lF/家文ギ|『秘翰』
二 両tll両港開市開港問題
三 天〃u党の乱発生
凶 横浜鎖港問題の行きIRま り
I 天狗党の舌Lの展

'日

と幕 ll

第六章 禁 門の変 に関わる情報収集
― 禁門の変発生
二 禁引の変をめぐる水野忠粘の 年ヽ報収集 (そ の
二 禁PЧ の変をめぐる水野忠粘の情報収fI_(そ の
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第 七 章  長 州 藩・天 狗 党・外 交 問 題 に直面 す る幕 間 と情 報
 ́琉谷「F蔵 。中村牧市

'I両

名意見群にみえる長州令Lお「論
二 第一次長州征朴Iの P71始

二 人狗党の乱終旭、と佐原り益rJlを めぐる状況
llL たし戸幕円と外交問題

第八章 水野忠精老中罷免をめぐる状況
― 江テ

'脇約に関する外交折街
二 水 Lfr忠精老中滑ヒ免をめぐる状況
二 老中罷Jt後の水野忠粘

第九章 彦根・土浦両藩とオランダ風説豊
彦根r/1文 書オラング風説普α)占∴よ的考察

J二  十111淋 文書オラング風説書の苦誌的考察
i 彦根 。上,H,両藩オラング風説讐をめぐる|イ 問題
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明治維新期の政治文化
佐表木克編

“〕91性紀におけるlVl際 環境の中で、明治維新を考える"と いう京都大
弓1人文科半イリFケヒ所の共同研究「月治維新期の社会と情報」の1研 究成呆。
政汗i史 、文化史、思怒史、オ古和‖史をlill合 した “政治文化"と いう視点
から、 月治雑力F)uIの 諸問題にアプローチを試みた一書.

レA5判・390頁 /定価5,670円           ISBN牛 7842-1262-0

阿蘭陀宿海老屋の研究 陰 2冊 ]

片桐一男著・校訂

ユエ)「 参府途 |:、 オラング商何イにや通詞が汁泊:し た京者卜の定行海老,■ の
史卜「皇祁阿M陀人イ

'f(1+艦

「句イ)文早キ」「木111家 (阿 聞Fと在|)文 書」(神 戸市
立中物館戒)を ふに、ll齢∫ドと宿のH的・機市ヒ・史的意義を探る。史料
結には 「御用料留 H記 J「 シーボルト事件の授Ш状Jな ど利上家文書の

翻亥‖を収録っ
>A5判 ・総850頁 /定価17,850円         IS8N4 7842 0966 2

※長鯰奉行の研究
鈴木康子著

17世紀後ナリから18世紀中川の約 100イ H二 出1の民崎ホ行の職掌や完F府 内に
おけるよミ崎本行の位ドとづt'の 変化、そして,そ 崎木行ド体の1+質が変質
してゆく状1/LIを 解明し、その背 j号(と なる坊句1子 の経済政策の推移や、 呵
本側の外 fNl人 に対する意識の変化などについて ぅヽ考察を加える。
レA5判・420頁 /定価6.510円         ISBN978-4-784か 1339-9

近世長崎 。対外関係史料

―八世紀日本の文化状況と国際環境

太田勝也編

近世の長崎‖∫方や州外関係に開する史料 4点を辛「千牛化。 i羊和‖なイにと解

題を付す。【内容】k崎御役所m(ヨ 立公文iい flFi内 門文rlll所歳)/長 山イ|

計キ党讐 (「引立公文声キ旬イ内門文)‖」ナF蔵)/長崎記 (束北大学附屈隊ゴキ針十

狩野文万F所減)/1こ山行旧記 (納i波 大学附屈図i卦館所蔵)

レA5判・728頁 /定価16,800円        ISBN978-4-7842-13627

海国日本の夜明け
フォス美弥子編訳   オ ラ ンダ 軍 フ ア ピ ウ ス 駐 留 日誌

長崎海 [ド伝習の起案者であり、日木・lll T創 設の助言者であったオラン

グ海ヤ中佐ファビウスの本邦和)紹1介 の庄科 ヨ誌のほかそυ)問 ♂)lJJ占 lを

つなぐ公文古を収録ぅ民崎を)「 台とした暮llNlや百 111各 滞との交流、英

米艦隊とのЫXt'Dき など蒸末の日PXl史 を1堀 かす貴工な史料朱
>A6判 ・400頁 /定価5,250円           ISBN牛 7842-1047-4

岩倉具視関係史料 陰 2巻 ]

佐々木克・藤井譲治・三澤純・谷川穣編

態政rf料 とと所減文斗・対 1岳 文庄サ〕千蔵文書・内lll文 庫所蔵文書に次ぐ、第
4のメ1介ナキ机関係文占イヤ1,720,k〔 を完 /1‐ 活年十ヒ.束京父祁のいきさつを
示す史料や、十円議議案や決議過扁!が わかる史料など、こ湘フまでに他の

史料集などで糸R介 さね′ていない木刊行借価Fや 書類多数 ,

レA5判・総1,108頁 /定価25,200円      ISBN078 4 7842-1659-8

笠谷和比古編

日本のJ81吐 紀の文化的状況はいかに形成さ湘フ、それらは束アジア1世界、
また lLl洋 側:界 まであ、くめたグローバルな梁境 ドで、いかに影響を受け
つつ独自の展り日を示したか。多角的にアプローチした国際 H本文化1'F

究センターでの共同イ研究の成果23篇。
>A5判・582頁 /定価8,925円         IS8N978 4-7842-15805

幕藩制国家の成立と対外関係
力B藤榮―著               思文闇史孝叢書

幕藩権力がどのような刊際的典境のモ)と に国家文pHt♂ )枠和とを,形成 した
のかを、「公儀」ネ藩権力と連合オラング束イン ド会社との判係史を
基珈

“

に、l■J際秩序の変IJlや束アジアおよびコーロッパ社会の変羊の過
程の中にllLえ なおした意欲作。

>A5判・468頁 /定価9,240円          IS8N4-784200549

近世長臆司法制度の研究
安高啓明著

長崎本行所で構築されていた i司 法制度のもとでσ)、 lt山行本行の ll法的
糀限に迫った。また法の浸透過程と受容 した lt崎木行所の法体系を見
1日 し、判例失 「犯利帳」かげ 賄時犯引:に 用与した人円棋欄t、 裁判の実
lN lを りllっ かにする.

>A5判 ・504頁 /定価5,985円         ISBN978-4-7842-14778

京都雑色記録 陰 3冊 ]

朝尾直弘編              京都大学史料叢書

近 1性京粕
`の

IWF色 は所司代 。W]^/ft行 の下にあつて‖J代 と並六ミ行政の支柱
となった役人であつたが、特に警察権の行使にあたった点で注目されフ

る。木f己録は Ji雑色五十風氏の諸記録とドイЧ佗色小島氏のマイ著をおさめ
た kぅ ので「碓色要鍬」の欠落部分をみたすとともに、1■風敷における
|:作 の封1活・管理の様子を具体的に窺うことのできる第一級の史料。
>A5判 ,各約400頁 /定価各14,700円

岩倉使節団における宗教問題
Ш隋渾子吾

神道皇国主義を!古:吉 しキリス ト教禁市1の まま諸円歴訪に出かけること

になった)|1倉使飾 Nrlは 、その後の明治政llNlの宗教政策にどのような影
響を与えたのか、『米欧回覧失記』を中心とした使飾団関係史料を読
み込むことで検証する
>A5判 ・250頁 /定価3,990円           ISBN4 7842 1316-3

※近代日本と幕末外交文書編纂の研究

明治維新史という冒険

田中正弘著

外交文吉の編纂 |1情 、編纂した外交文書タミの内容構成、言イ木の性格、
また徳)幕府外国方の編集lTJ想 から明治初期外務省のれ両朱組織の確立

過″It、 太政官における幕末外交文 rpl.編纂の開始可千11と その後のBrl移 な
ど、広純な第―次史料を J「

XIl_し てその企容をはじめて具体的に考察 ,

レA5判・480頁 /定価10,290円          ISBN4-7842-0958-1

青山忠正菩            佛教大孝鷹陵文化叢書¬8

かつて「り]治和上新Jは |」 家の棋範であり、「勤上の志士」よ国民の規範だ
ったが、それらは十日家が日らの基盤を削めるために創 り上げた虚像で
ある。平易な文体と■常な図版・地図で明治維新史の魅力を紹介し、「暮
末J「 明治維新」認識を対象化 にンつつ、日本障1布 の「近代Jを t/frえ直す。
レ46判・332頁 /定価2,520円        ISBN978 4 7842-1394-8

※岩倉使節団の比較文化史的研究
汚賀徹編

内外の史料をЫttrl_し 、比1咬 文化・引際的TjtJげ から岩倉使節団を諭 じた
共同イ

'「

究。【内容】り〕治維新と井1台 l_節 1/ア メリカにおける岩介使衛i

い‖/フ ィラデルフィア物語/イ ギリスにおける条約改 1:交 渉/力 iμ側に
みる方1介使飾 1判 のパ リ洲

'Ai/岩
介使節 刊のイタリア訪問 他

レA5判・358頁 /定価6,825円          ISBN4-7842-1145-4

夕

・

ン
話

ビュー・エッセイや新刊情報 を掲載 した広報誌
fax・ Eメ ールでお申し込み下 さい。※印の

幕末 D維新を者える
原田敬―編            佛教大尊鷹陵文化叢書2

【内容】近代への枯き方―錦絵の「坦:界 (原 円rjlrx― )/Jl l代 への道-19世紀
の束アジアと西コーロンパ (背 山忠可:)/明治維新と占代文化の復興
(I高 木障芯)/対t新変羊期の人間像一高杉晋作のことど )ヽ(梅漠昇)/大
久保利通の遺券 (佐々木克)/史跡と人物を訪れて(古 山忠正)

>46判・184頁 /定価1,785円          ISBN4-7842-1038-5

西 洋 イしの 構 造 黒船・武士・国家

園田英弘著
「本気船の時代Jか ら始まった日本の近代化の特質と計IHを明かし、従
来の近代化諭に一イ〒を投じるδ【内容】「lllA束 」の終汚―黒船前史/本気
船シ〕ックの本‖造/海防のIL界一共イi ll上 界の成立と尺膀H/郡 ),(の 武上

―武 卜身分解体に関する一考察/森イ下礼研究・西洋化の論1は 他
>A5判 ・380頁 /定価7,875円          ISBN4 7842 0801 1

『鴨東通信』 を年 4回無料でお送 りしています。

は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


